
 

 各部会における課題の検討状況について 
 

１．概要 

 ○前回第１回自立支援協議会全体会にて協議された課題について，各部会に 

  おける検討状況をまとめたもの。 

 

２．次期プランに向けた課題の検討状況 

 ○相談支援部会 

 ・以下の点について意見交換及び検討を行っている。 

  １０月部会で掘り下げ、１２月部会で集約。２月の全体会に提出する。 

 

 ・セルフプランの解消に向けた相談支援事業所の確保  

 ・地域単位の連携 

 ・不足している地域資源や障害種別によるサービス利用の格差 

 ・医療的ケアや行動障害の方の生活の場 

 ・意思決定支援 

 ・相談員のメンタルサポート ・・・等 

 

 ○はたらく部会 

 ・以下の２点について検討を行っている。 

 

 ア 職場定着支援の充実 

・生活面の課題から離職になるケースが多いことから、定着支援における生 

 活面の支援について１１月２７日に研修を実施。現状の課題に対して、柏 

 市としてどのような取組みができるのか検討を重ねる。 

 イ 工賃向上の取組強化 

・工賃向上を目指す中での支援方法や高齢化・能力の幅による作業の割り振

り方法などが課題。連絡会を通して情報交換や支援方法について検討。 

・福祉的就労について、利用者・保護者のニーズに変化がみられるため、現 

 状のニーズ把握や事業所のアピール方法等について検討が必要 
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○こども部会 

  ・各連絡会において政策提言に向けた検討を行っている。 

 

 （１）現行計画の柱５「子どもの成長への支援」に基づき、今年度より児童

発達支援連絡会をスタートさせた。情報交換を通して政策提言に向け

て検討 

 （２）早期支援担当者会議にて、児童発達センターからの情報提供、療育支

援事業の推進を通じた課題の検討、さらにサポートファイル推進に当

たっての課題について検討 

 （３）放課後等デイサービス事業所の推進の課題として、例えば次の検討を  

    行っている。 

  ① 情報共有の運用について、事業所ごと実施の有無、形式等が統一さ 

   れていないなどの意見が出されていたため、１２月に相談支援連絡会 

   と事業担当者会議合同開催にて検討 

    ② 権限移譲されたことに伴う課題について、例えば利用定員につい 

     て討議 

 

 

  ○くらし部会 

  ・以下の４つの課題について検討を行っている。 

 

  ①人材確保：柏市主催で就職フェアを開催予定。１０月１９日（土）に実 

        施される。 

  ②研修助成：医療的ケアの３号研修について、費用助成を他市の状況を調 

        べ、情報収集をしているところ。可否についても検討中。 

 ③グループホーム等支援ワーカーの配置：グループホーム等支援ワーカー 

       の役割は、相談、情報発信、新規開設のサポート、グループホ 

       ーム同士の調整等であり、どの業務が必要なのか調査してほし 

       いと柏市より回答があった。 

 ④移動支援の支給量及び単価：単価を変えるのは柏市だけでは難しいとの回 

       答。部会からは、身体あり（なしをなくす）、通学通所支援、 

       グループ支援（複数人での外出）等、利用方法の幅を広げてほ 

       しいと要望があがっている。 

 



 

３．当事者または関係者の参画について 

 ○各部会の運営に当たって，当事者又は関係団体の意見を聞き議論をする場 

  とするため，委員の追加等を検討するもの。 

 

  ※こども部会とくらし部会は既に当事者委員が参画していることから検討 

   対象外 

 

 ○相談支援部会（８月２３日開催） 

  

 ・柏市障害者連絡協議会から１名，選出依頼をすることを提案し了承。 

 ・部会長より次回の部会から参加して頂く予定。 

 

 ○はたらく部会（９月２５日開催） 

 

 ・来年度より部会へご参加いただくことを議論し了承。 

 ・依頼する障害者団体や参加形態については，他部会を参考に検討。 

 ・障害者団体へ依頼後，双方の目的を再度確認した上で，すり合わせを行う 

  予定。 


